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大　　項　　目 1回目 2回目 3回目
1 文章問題を読んで「67 ＋ 97」を立式する。 Y Y Y
2 「67 ＋ 97」の筆算式を書く。 N N N
3 一の位の計算「7 ＋ 7 ＝ 14」をする。 N N N
4 一の位に「4」を記入し、一の位の繰り上がりの「1」を記入する。 N N N
5 十の位の計算「6 ＋ 9 ＝ 15」をする。 N N N
6 「15」に、一の位の繰り上がりの「1」を足し、十の位の数「6」を記入し、
百の位に「1」を記入する。 N N N
7 「68 ＋ 97 ＝ 165」と式を完成する。 N N N
8 答えの欄に「165まい」と記入する。 N N N
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表２　二桁＋二桁の繰り上がりのあるたし算の課題分析シート（小項目）
表２─１　文章問題を読んで「67 ＋ 97」を立式する（大項目 1）に関する小項目
上段＝小項目　　　下段＝○確認するための活動
ア
文章問題から必要な情報を選択する。 認知 1回目 2回目 3回目
○文章問題から立式に必要な数字や言葉に印をつける。 ①③④⑤ Y Y Y
イ
必要な情報を基に文章問題で求められていることをイメージする。 認知 1回目 2回目 3回目
○イメージ図を描き、図の中で答えとなる部分を示す。 ⑤ Y Y Y
ウ
立式に必要な記号が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○「もらう（＋）」「右辺と左辺の等号（＝）」を記号化する。 ④⑤⑦⑩⑪ Y Y Y
エ
立式に必要な情報に注意を向けながら、式を組み立てる。 認知 1回目 2回目 3回目
○数字・記号カードを使って、式を組み立てる。 ⑤⑥⑦ Y Y Y
オ
立式を書く。 認知 1回目 2回目 3回目
○カードを使って組み立てた式を書き写す。 ①⑥⑦⑫ Y Y Y
表２─２　「67 ＋ 97」の筆算式を書く（大項目 2）に関する小項目
上段＝小項目　　　下段＝○確認するための活動
ア
一の位、十の位が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○計算盤に位取りして数字カードを置く。 ①⑧⑨ Y Y Y
イ
位を意識して、筆算式を組み立てる。 認知 1回目 2回目 3回目
○計算盤に数字・記号カードを置いて、筆算式をつくる。 ①⑥⑦⑨ N N N
エ
桁を揃えて筆算式を書く。 認知 1回目 2回目 3回目
○計算盤を見て筆算式を書く。 ①⑥⑦⑨⑫ N N N
表２─３　一の位の計算「7 ＋ 7 ＝ 14」をする（大項目 3）に関する小項目
上段＝小項目　　　下段＝○確認するための活動
ア
数の基礎概念（集合をつくる）がある。 認知 1回目 2回目 3回目
○具体物を用いて、仲間づくりをして集合をつくる。 ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
イ
数の基礎概念がある（同じ物・異なる物の分析・統合）がある 認知 1回目 2回目 3回目
○具体物を用いて、同じ物をまとめ、異なるものを分ける。 ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
ウ
数の基礎概念（色・形・大小の理解）がある。 認知 1回目 2回目 3回目
○具体物を用いて、色・形・大小の観点から分類する。 ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
エ
数の基礎概念（多い・少ない）が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○具体物を用いて、1対 1対応し多い・少ないが分かる。 ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
オ
数の基礎概念（足りる・同じ・足りない）が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○具体物を用いて、1対 1対応し足りる・同じ・足りないが分かる ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
カ
数の基礎概念（具体物を半具体物に置き換えできる）がある。 認知 1回目 2回目 3回目
○具体物と半具体物を用いて、1対 1対応して半抽象化する。 ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
キ
数の基礎概念（数えなくても概ね数の大小が分かる）がある 認知 1回目 2回目 3回目
○ 2グループの半具体物を数えずにどちらが多いか分かる。 ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
ク
数の基礎概念（数の並びや順序が分かる）がある。 認知 1回目 2回目 3回目
○順番に並べられた半具体物のうち、「○番目」が分かる。 ①④⑥⑦⑧ Y Y Y
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ケ
1～10の数詞、音の系列が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 1～10までの数詞を声に出して唱える。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
コ
1～10の半具体物と数詞の対応が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 1～10までの半具体物の数を数詞で数える。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
サ
1～10の数詞と数字の対応が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 1～10までの数詞を聞いて、数字カードを選ぶ。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
シ
1～10の半具体物と数詞と数字の 3項関係が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 1～10までの数字カードを見て「数詞」を答える、または半
具体物を揃える。
①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ス
10までの数の操作（5と 10のまとまり）ができる。 認知 1回目 2回目 3回目
○数字カードを組み合わせて、合計が5と10のまとまりをつくる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
セ
10までの数の操作（10までの数を 2種の数字で合成する）ができる 認知 1回目 2回目 3回目
○数字カードを組み合わせて、10までの数をつくる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ソ
10までの数字を書く。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 10までの数字を書く。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
タ
足し算に関する操作（「合わせる」「加える」が分かる）ができる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 2つの受け皿に入れた半具体物と空の受け皿を使って「合わ
せる」「加える」の操作ができる。




認知 1回目 2回目 3回目
○「合わせて」「加えて」が＋、「答え」「等しい」が＝である
と記号カードから選ぶことができる。
①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ツ
一桁＋一桁の足し算ができる。 認知 1回目 2回目 3回目
○和が 5までの足し算（1 ＋ 1、2 ＋ 1、3 ＋ 1、4 ＋ 1、2 ＋ 2、
2 ＋ 3）ができる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
○足される数・足す数が 4までで、繰り上がりのない足し算（3
＋ 3、4 ＋ 2、4 ＋ 3、4 ＋ 4）ができる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
○和が 9までの足し算（6 ＋ 1、6 ＋ 2、6 ＋ 3、7 ＋ 1、7 ＋ 2、
8 ＋ 1）ができる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
○和が 10になる足し算（9 ＋ 1、8 ＋ 2、6 ＋ 3、7 ＋ 3、6 ＋ 4、
5 ＋ 5）ができる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ N Y Y
テ
一桁＋一桁の足し算（繰り上がりのある）ができる。 認知 1回目 2回目 3回目
○足される数が 4までの繰り上がりのある足し算（7 ＋ 4、8
＋ 3、8 ＋ 4、9 ＋ 2、9 ＋ 3）ができる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ N N Y
○その他の繰り上がりのある足し算（6 ＋ 5、6 ＋ 6、7 ＋ 5、7
＋ 6、7 ＋ 7、8 ＋ 5、8 ＋ 6、8 ＋ 7、8 ＋ 8、9 ＋ 5、9 ＋ 6、
9 ＋ 7、9 ＋ 8、9 ＋ 9）ができる。
①④⑥⑦⑧⑨⑫ N N N
ト
10の補数が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○数字カードを使って、10の補数をつくる。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ナ
11～20の数詞、音の系列が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 11～20までの数詞を声に出して唱える。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ニ
11～20の半具体物と数詞の対応が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目

















11～20の数詞と数字の対応が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 11～20までの数詞を聞いて、数字カードを選ぶ。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ネ
11～20の半具体物と数詞と数字の 3項関係が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○ 1～10までの数字カードを見て「数詞」を答える、または半
具体物を揃える。
①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ノ
10の位の位取りが分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○数字盤、半具体物を用いて、10の位取りを操作する。 ①④⑥⑦⑧⑨⑫ Y Y Y
ハ
二桁の数と位取りが分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○計算盤、数字カード、半具体物を用いて位取り操作する、ま
たは位取りした数が読める。




三桁の数と位取りが分かる。 認知 1回目 2回目 3回目
○計算盤、数字カード、半具体物を用いて位取り操作をしたり、
位取りした数が読める。
①④⑥⑦⑧⑨⑫ N N N
イ
筆算式の計算の手順を組み立てる。 認知 1回目 2回目 3回目
○筆算式の解法の手順のカードを組み立てる。 ⑥⑦⑧⑨ N N N







文章問題の解法の手順が分かる。 認知 1回目 2回目 3回目




文章問題で求められていた内容を思い出す。 認知 1回目 2回目 3回目
○文章問題中の問われていた箇所を指すことができる。 ③④⑤⑦⑧⑨ N Y N
イ
答えにつける助数詞を見つけ答えにつける。 認知 1回目 2回目 3回目
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